
断熱・省エネリフォームで
所有物件の価値を上げませんか？

賃貸住宅のオーナー様

賃貸住宅の断熱性能を高めることで得られる！

つのメリット

１ ２ ３

室内の温度差が少
なくなり入居者の
「健康を守る」こと
につながります。

光熱費が削減でき、
ランニングコストを
下げられます。

遮音効果も期待で
き、入居者間の騒
音トラブルの軽減
につながります。

健康面 心理面経済面

出典：国土交通省「家選びの基準変わります（マンガ）」

３



これからは省エネ住宅が家選びのポイントになる時代！

建築物の販売・賃貸事業者は、
販売等の際に省エネ性能の表示

が求められます

２０２４年４月から、新たな省エネ性能表
示制度がスタート。新築建築物の販売等
の際は、所定のラベルを広告等に表示
する必要があります※（既存建築物につ
いても表示を推奨）

※努力義務

入居者の省エネ住宅への
関心も高まっています

一般財団法人住宅改良開発公社が
民間賃貸住宅入居者に対し実施し
たアンケート調査によると、子育て
世帯が住替え先を選ぶ際に重視す
る内容として、遮音性は約７０％、
断熱性は約６６％となっています。

遮音性や断熱性は子育て世帯に
とって住まいを選択する上で非常
に関心が高い項目となっています。

出典：国土交通省「賃貸住宅の断熱性向上や遮音対策のための大家向けガイドブック」

出典：国土交通省「家選びの基準変わります（マンガ）」
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